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はじめに
このたびは、「PhotoVision TV2」をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
●	�PhotoVision TV2をご利用の前に、「かんたん使い方ガイド（基本操作編）」「かんたん使い方ガイド（ワンセグ・フル
セグ操作編）」「かんたん使い方ガイド（スマホアプリ設定・操作編）」および「ユーザーガイド（本書）」をご覧になり、
正しくお取り扱いください。

●	�ご契約の内容により、ご利用になれるサービスが限定されます。
PhotoVision TV2 は、3G 方式に対応しております。

ご注意
●	�本書をご覧いただいたあとは、大切に保管してください。
●	�本書を万一紛失または損傷したときは、お問い合わせ先（⇒P.10-27) までご連絡ください。
●	�本書では、主に本機での操作を記載しています。
●	�保証書を含め付属品は大切に保管してください。
●	�本書に記載の画像などは、実際の表示と異なる場合があります。

本書の最新版は、ソフトバンクホームページからダウンロードできます。
http://www.softbank.jp/mobile/support/product/photovision-tv2/

http://www.softbank.jp/mobile/support/product/photovision-tv2/
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テレビの視聴や録画／視聴予約、録画した番組の
再生や操作について説明しています。

アプリを使用して、スマホ／タブレットからテレビや
録画した番組を視聴する方法について説明しています。

メールで受信した画像の表示や操作について
説明しています。

スライドショーの表示や操作について
説明しています。

本体およびSDカードに保存されている画像の表示、
動画／音楽の再生や操作について説明しています。

緊急速報メールについて説明しています。

本機の各種設定方法や、本機の情報を確認する方法
などについて説明しています。

本機を初期化する方法について説明しています。

本機についての資料や各種情報、索引をまとめています。

本機をお使いになるための準備や基礎的な知識を
まとめて説明しています。必ずお読みください。

本書の構成
本文中の各章には、
主に右の内容が
記載されています。
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本書の構成

準備／基礎知識

テレビ

アプリの起動／操作

メールや添付ファイルの表示／操作

スライドショーの表示／操作

データフォルダ

緊急速報メール

本機の設定

その他

資料／付録
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本書の見かた
本書では、「PhotoVision TV2」を「本機」と表記しています。
また、主にお買い上げ時の状態を基準に説明しているため、
設定を変更された場合、本機の表示や動作が本書の記載と
異なる場合があります。

画面表示やイラストについて
本書内の画面表示やイラストはイメージイラストであり、
実際の画面表示や商品とは異なる場合があります。

画面表示の表記について
本機では、設定画面などの選択済みの項目は背景がグレー
で表示されます。本書内の画面表示も同様に、次のように
表記しています。

選択済みの項目 選択中の項目

キーの使いかたと表記について
本書では、本機のキーをすべて記号で表記しています。本
機とリモコンで操作が同様の場合、本機での操作を記載し
ています。本機とリモコンで操作が異なる場合には、リモ
コンの操作を併記しています。詳しくは、「各部の名称と機
能」（⇒P.1-2）を参照してください。
また、本書では、各操作の説明を次のように表記しています。

①	操作するタッチキーを示します。
②	�操作後に表示される画面、または動作などを記載
します。

③	選択するメニュー項目や画面表示などを示します。
④	操作するタッチキーを示します。

1	�q
メニュー画面が表示されます。

2	�f／dで「本体設定」を選択 

→z

①

③

④

②
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お買い上げ品の確認
ご使用の前に、次の同梱物がそろっていることをお確かめください。

●	PhotoVision TV2 本体 ●	リモコン（SIMAD1）

●	�ボタン電池 	  
（CR2032、リモコン装着済み） 

●	�保証書（別紙）

●	�かんたん使い方ガイド	  
（基本操作編）（別紙）

●	�かんたん使い方ガイド	  
（ワンセグ・フルセグ操作編）（別紙）

●	�かんたん使い方ガイド	  
（スマホアプリ設定・操作編）（別紙）

●	�お願いとご注意（別紙）

使う準備をする

❶	 本機にUSIMカード／SDカードを取り付ける
防水カバーロックを右側にスライドしてロックを解除し（①）、防
水カバーを手前に引いてから持ち上げてください（②）。
USIMカード／SDカードの切り欠きの向きに注意して、それぞ
れゆっくりと「カチッ」と音がするまで差し込んでください（③）。

USIMカード SDカード

切り欠き

①

②

③
切り欠き

※※故障などの原因となりますので、電源が入っている状態で
USIMカード／SDカードの取り付け／取り外しを行わないで
ください。

❷	 スタンド棒を取り付ける
スタンド棒をスタンド棒取付口に取り付けてください。
※※スタンド棒にはアンテナが内蔵されています。テレビの視聴
は、必ずスタンド棒を取り付けて行ってください。

スタンド棒
時計回りに回転して取り付けます

スタンド棒取付口

※● 本機は横向きまたは縦向きに置くことができます。

❸	 ACアダプタを取り付ける
付属のACアダプタの電源プラグを、本機底面の電源プラグ差込
口に差し込み（①）、ACアダプタのプラグをコンセントに差し込
んでください（②）。

①
ACアダプタ

電源プラグ

電源プラグ差込口 ②

❹	 リモコンを準備する
リモコンから絶縁フィルムを引き抜いてください。
※※装着済みのボタン電池は試供品です。お早めに新しいボタン電
池（CR2032（市販品））と交換してください。

各部の名称と機能を確認する

かんたん使い方ガイド
基本操作編

※必ず本書からお読みください。

このたびはPhotoVision	TV2をお買い上げいただき、	
まことにありがとうございます。

•※本機をご利用の前に、本書をご覧になり、正しくお取り扱いください。
•※本書をご覧いただいたあとは、大切に保管してください。
•※本書を万一紛失または損傷したときは、お問い合わせ先までご連絡く
ださい。
•※詳しい操作方法は取扱説明書を参照してください。
•※取扱説明書は、ソフトバンクホームページ（http://www.softbank.jp/
mobile/support/product/photovision-tv2/）からダウンロードす
ることができます。
•※保証書を含め付属品は大切に保管してください。
•※本書に記載の画像などは、実際の表示と異なる場合があります。

お買い上げ品の確認をする
お買い上げ品には次のものが入っています。お使いになる前にご確認く
ださい。

※■ PhotoVision※TV2※本体

※■スタンド棒

※■ ACアダプタ（SICAD1）

※■リモコン（SIMAD1）

※■ボタン電池（CR2032、リモコン装着済み）
※■かんたん使い方ガイド（基本操作編）（本書）
※■かんたん使い方ガイド（ワンセグ・フルセグ操作編）
※■かんたん使い方ガイド（スマホアプリ設定・操作編）
※■保証書（本体・リモコン・ACアダプタ）
※■お願いとご注意（別紙）

本体

■	前面
①

④

③
②

⑤ ⑥ ⑦ ⑧
①※ディスプレイ
②※赤外線ポート
③※タッチキー：
※ 指で軽く触れて操作します。
※ タッチキー消灯時は、いずれかのキーに触れると、点灯して操作でき
る状態になります。

④※ ：スライドショーとテレビを切り替えます。
⑤※ ：メニュー画面を表示します。
⑥※ ：前の画面に戻ります。
⑦※ ：※選択したメニューを実行します。スライドショー表示中はスラ

イドショーを一時停止／再生します。
⑧※ ※ ※ ※ ：
※ 選択枠を移動します。スライドショー表示中は音量の調節と表示画像
の切り替え、テレビ視聴中は音量の調節とチャンネルの切り替え
（サーチ）ができます。
※※テレビ視聴時の操作は「かんたん使い方ガイド（ワンセグ・フルセグ操
作編）」を参照してください。その他の詳しい操作方法については、取扱
説明書を参照してください。

■	背面
①

③
②

⑥

⑤

⑧
⑦

④

①※テレビアンテナ
②※スピーカー
③※電源ボタン：
※ ディスプレイを点灯／消灯します。長押しすると、電源の入／切をし
ます。

④※電源ランプ
⑤※スタンド棒：スタンド棒にはアンテナが内蔵されています。
⑥※防水カバーロック
⑦※スタンド棒取付口
⑧※防水カバー

■	底面

① ② ③ ④
①※電源プラグ差込口
②※USIMカード挿入口
③※SDカード挿入口
④※外部アンテナ差込口

リモコン

■	前面／背面
①

⑩

⑪

⑫

⑬

② ③
④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

①※赤外線ポート
②※ ：
※ 本体のディスプレイを点灯／消灯します。電源の入／切はできません。
③※ ：スライドショーとテレビを切り替えます。
④※ ※ ※ ※ ：
※ 選択枠を移動します。スライドショー表示中は音量の調節と表示画像
の切り替え、テレビ視聴中は音量の調節とチャンネルの切り替え
（サーチ）ができます。
⑤※ ：
※ 選択したメニューを実行します。スライドショー表示中はスライド
ショーを一時停止／再生します。

⑥※ ：メニュー画面を表示します。
⑦※ ：消音します。
⑧※ ：前の画面に戻ります。
⑨※ ：テレビ視聴中に視聴中の番組を録画します。
⑩※ ：テレビ視聴中に番組表を表示します。
⑪※ ：録画一覧画面を表示します。
⑫※ ～ （チャンネルボタン）：
※ テレビ視聴中にチャンネルを切り替えます。
⑬※電池カバー

※※テレビ視聴時の操作は「かんたん使い方ガイド（ワンセグ・フルセグ操
作編）」を参照してください。その他の詳しい操作方法については、取扱
説明書を参照してください。

裏面へ続く

かんたん使い方ガイド
ワンセグ・フルセグ操作編

このたびはPhotoVision TV2をお買い上げいただき、 
まことにありがとうございます。

•	本機をご利用の前に、同梱されている「かんたん使い方ガ
イド（基本操作編）」をお読みの上、本書をご覧ください。
•	本書をご覧いただいたあとは、大切に保管してください。
•	本書を万一紛失または損傷したときは、お問い合わせ先
までご連絡ください。
•	詳しい操作方法は取扱説明書を参照してください。
•	取扱説明書は、ソフトバンクホームページ（http://
www.softbank.jp/mobile/support/product/
photovision-tv2/）からダウンロードすることができます。
•	本書に記載の画像などは、実際の表示と異なる場合があ
ります。

テレビについて
本機はテレビ放送（フルセグ・ワンセグ）の視聴と録画がで
きます。
テレビを見る前に、スタンド棒が取り付けられていること
を確認してください。
スタンド棒の取り付けかたは、「かんたん使い方ガイド（基
本操作編）」を参照してください。

テレビ利用時のご注意
•	自転車やバイク、自動車などの運転中や歩きながらの利
用はしないでください。
•	海外では、放送形式や放送の周波数が異なるため利用で
きません。
•	放送局の周波数が変更された場合や、地域によっては地
域設定ではチャンネルを正しく登録できないことがあり
ます。その場合は、再度チャンネルを設定してください。
•	長時間肌に触れたまま本機およびACアダプタを使用す
ると、低温やけどの原因となる場合がありますのでご注
意ください。

本機では、テレビアンテナとスタンド棒でテレビの放送波
を受信します。テレビを見る前に、スタンド棒が取り付け
られていることを確認してください。
テレビの受信状況を改善するには、テレビアンテナの方向
を調節してください。

テレビを視聴する
またはリモコンの を押すだけで、いつでもテレビ画

面を表示することができます。

❶ テレビ視聴中以外で、 またはリモコンの

X X X X X X X X X X X X X X X

放送電波の受信レベル

テレビ画面

	● ／ またはリモコンのチャンネルボタンを
押すと、チャンネルを変更できます。
	● ／ を押すと、音量を調整できます。
	● を押すと、チャンネルリストを表示します。
チャンネルリスト表示中は、 ／ でチャン
ネルを選択→ を押すと、選択したチャンネル
に切り替わります。

	•テレビ視聴中以外でリモコンのチャンネルボタンを押
すと、選択したチャンネルでテレビを起動することが
できます。
	•テレビの視聴を終えるときは、 またはリモコンの
を押してください。

テレビアンテナについて

❶ → ／ で
「すべてのメニュー」を
選択→

❷ ／ で「本体設
定」を選択→
	▶本体設定画面が表示
されます。

❸ ／ で「テレビ
設定」を選択→
	▶テレビ設定画面が表
示されます。

❹ ／ で「地域設
定」を選択→ ／

チャンネルを設定する

❺ 
	▶地域選択画面が表示
されます。

❻ ／ でテレビ
を受信するエリアを
選択→ ／

❼ ／ で都道府
県を選択→
	▶チャンネルサーチ画
面が表示されます。

❽ チャンネルサーチが
完了したら
	▶テレビ視聴画面が表
示されます。

かんたん使い方ガイド
スマホアプリ設定・操作編

このたびはPhotoVision TV2をお買い上げいただき、 
まことにありがとうございます。

•	本機をご利用の前に、同梱されている「かんたん使い方ガ
イド（基本操作編）」をお読みの上、本書をご覧ください。
•	本書をご覧いただいたあとは、大切に保管してください。
•	本書を万一紛失または損傷したときは、お問い合わせ先
までご連絡ください。
•	詳しい操作方法は取扱説明書を参照してください。
•	取扱説明書は、ソフトバンクホームページ（http://
www.softbank.jp/mobile/support/product/
photovision-tv2/）からダウンロードすることができま
す。
•	本書に記載の画像などは、実際の表示と異なる場合があ
ります。

ここではiPhone／Android搭載端末を例に本機との接続方法について説明します。
接続を始める前に、下記を行ってください。
•	本機の初期設定を行ってください。	 	
（同梱の「かんたん使い方ガイド（基本操作編）」の「使う準備をする」を参照）
•	「フォトビジョンTVアプリ」をお使いの端末にインストールしてください。

使用上のご注意
•	初めてご利用になる場合は、専用アプリ「フォトビジョン
TVアプリ」をダウンロードして、インストールする必要
があります。
•	お使いの端末で「フォトビジョンTVアプリ」のダウン
ロードを行う場合に発生する通信はインターネット経由
での接続となり、パケット通信は有料となります。
※	無線LAN（Wi-Fi）接続の場合はパケット通信料はかかりま
せん。

•	「フォトビジョンTVアプリ」のバージョンによっては、操
作方法や画面表示が予告なく変更される場合がありま
す。
•	「フォトビジョンTVアプリ」のご利用状況により、お使い
の端末の使用時間が短くなることがあります。
•	「フォトビジョンTVアプリ」の対応端末については、ソフ
トバンクホームページをご確認ください。

商標について

•	TM	and	©	2014	Apple	Inc.	All	rights	reserved.
•	Apple、Appleのロゴ、iPad、iPhone、iPod、	
iPod	touch、Mac、Macintosh、Safariは、米国および他
の国々で登録されたApple	Inc.の商標です。
•	iPhoneの商標は、アイホン株式会社のライセンスにもと
づき使用されています。

アプリをダウンロードする
「フォトビジョンTVアプリ」は下記の方法で入手してくだ
さい。

iPhone／iPadの場合

App	Storeからダウンロードしてください。

QRコードからのご利用

　

App Storeで検索

フォトビジョンTVアプリ

Android搭載端末の場合

Google	PlayTMからダウンロードしてください。

QRコードからのご利用

　

Google Playで検索

フォトビジョンTVアプリ

「フォトビジョンTVアプリ」でできること
「フォトビジョンTVアプリ」を使用すると、Wi-Fi接続を利
用して、本機で受信しているテレビや録画した番組をお使
いのiOS搭載端末／AndroidTM搭載端末で視聴すること
ができます。
また、本機で録画した番組を端末に保存して、外出先など
で視聴することもできます。

● 宅内遠隔視聴

● 録画持ち出し

	•本機とのWi-Fi接続が必要です。
	•Wi-Fi接続を利用してのテレビ視聴中（録画再生含む）
にWi-Fi接続が切断されると、番組の視聴が終了しま
す。Wi-Fiネットワークの範囲内で、接続が切れないよ
うにご利用ください。
	•端末に保存した番組は、Wi-Fi未接続時でも視聴可能で
す。
	•一部の端末では、ご利用になれない場合があります。

本機側の設定を行う

本機の初期設定時に、お使いの端末との接続設定を行った
場合は、「iPhoneをご使用の場合」／「Android搭載端末を
ご使用の場合」（裏面）から始めてください。

❶ → ／ で「すべてのメニュー」を選択
→

	▶すべてのメニュー画面が表示されます。

❷ ／ で「本体設定」を選択→ → 
／ で「Wi-Fi設定」を選択→

	▶Wi-Fi設定画面が表示されます。

❸ ／ で「Wi-Fi ON／OFF設定」を選択
→ ／ → ／ で「On（iOS）」

（iPhoneをご使用の場合）／「On（Android）」
（Android搭載端末をご使用の場合）を選択→

	▶本機のWi-Fiが有効になり、画面右上に	
／ が表示されます。

❹ Wi-Fi設定画面で「Wi-Fi情報」を選択→SSIDと
KEY（パスワード）／デバイス名を確認

	● 手順③で「On（iOS）」を選択すると、SSIDと
KEY（パスワード）が表示されます。
	● 手順③で「On（Android）」を選択すると、デバイ
ス名が表示されます。

iPhoneをご使用の場合

❶ iPhoneのホーム画面を表示する
iPhoneのホームボタンを押して、ホーム画面を表
示してください。

❷ Wi-FiをONにする
「設定」→「Wi-Fi」をタップし、Wi-FiをONにしてく
ださい。

❸ 本機とiPhoneを接続する
Wi-Fiのネットワーク一覧から、本機のSSIDをタップ
し、登録をタップ、パスワードを入力してください。

	▶本機とiPhoneが接続され、本機の画面右上に
が表示されます。
	●「本機側の設定を行う」の手順④で確認した
SSIDとKEY（パスワード）を利用します。

❹ 「フォトビジョンTVアプリ」を起動する
あらかじめインストールした「フォトビジョンTVア
プリ」をホーム画面よりタップし、起動してください。

	•「フォトビジョンTVアプリ」を使い始めるには、必ず本
機とWi-Fi接続した状態で起動してください。初期起動
時に本機との接続設定を行います。
	•初期起動時に、サーバーとデータ通信をする必要があり
ます。	3G／4Gなど、データ通信が可能な環境でアプ
リを起動するようにしてください。Wi-Fi専用モデルな
ど、お使いの端末が3G／4Gへの接続に対応していな
い場合の操作方法については、取扱説明書を参照してく
ださい。		
	•Wi-Fiが切断されていると、「フォトビジョンTVアプリ」	
を起動しても、テレビ視聴や本機に録画された番組の視
聴ができません。
	• iPhoneにロックがかかると、Wi-Fiが切断されます。	
ロックの設定を変更するには、iPhoneの取扱説明書を
ご参照ください。

本機とiOS搭載端末／Android搭載端末を接続する

裏面へ続く

●	スタンド棒

●	AC アダプタ（SICAD1）

•	本機はSDメモリカード（SDHCメモリカード含む）に対応しています。ご利用にあたっては、市販のSDメモリカード（SDHCメモリカー
ド含む）を購入してください。
•	本書では、SDメモリカード（SDHCメモリカード含む）を「SDカード」と記載しています。
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マナーとルールを守り安全に使用しましょう

安全のために
こんな使いかたはやめましょう。
●	�分解・改造・ハンダ付けなどお客様による修理をしない
でください。

	 火災・けが・感電などの事故または故障の原因となります。
	 本機の改造は電波法違反となり、罰則の対象となります。
●	�落としたり、投げたりして、強い衝撃を与えないでくだ
さい。

	 故障などの原因となります。
●	�本機を加熱調理機器（電子レンジなど）・高圧容器（圧力
釜など）の中に入れたり、電磁調理器（IH 調理器）の上
に置いたりしないでください。

	 故障などの原因となります。
●	�高温になる場所（火のそば、暖房器具のそば、直射日光
の当たる場所、炎天下の車内など）、また、暖かい場所や
熱のこもりやすい場所（こたつや電気毛布の中、携帯カ
イロのそばなど）では熱くなることがありますので、ご
注意ください。

	 �機器の変形・故障や内蔵電池の漏液・発熱・発火・破裂
の原因となります。

●	�本機を長時間ご使用になる場合や充電中など、特に高温
環境では熱くなることがありますので、ご注意ください。
長時間肌に触れたまま使用していると、低温やけどにな
る恐れがあります。

マナーを守ろう！
安全のために使用が禁止されています。
●	�航空機内では航空会社の指示に従い適切にご使用くださ
い。本機の電波により運航の安全に支障をきたす恐れが
あります。

●	�病院、研究所など本機の使用が禁止されている場所では、
使用しないでください。医療機器などに影響をおよぼす
場合があります。

●	�電車やバスなどの優先席近くでは使用しないでください。
ペースメーカなど生命にかかわる機器に影響をおよぼす
ことがあります。

●	�ゴルフ場など野外で雷鳴が聞こえたときは、落雷の恐れ
がありますので、使用しないでください。
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安全上のご注意
●	�ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの
うえ、正しくお使いください。また、お読みになったあ
とは大切に保管してください。

●	�ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人へ
の危害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載し
ていますので、必ずお守りください。

●	�本製品の故障、誤動作または不具合などにより、お客様、
または第三者が受けられた損害につきましては、当社は
責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

表示の説明
次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした
場合に生じる危害や損害の程度を説明しています。内容を
よく理解したうえで本文をお読みください。

危険
この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡
または重傷※1 を負う危険が切迫して生じる
ことが想定される」内容です。

警告
この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡
または重傷※1 を負う可能性が想定される」
内容です。

注意
この表示は、取り扱いを誤った場合、「軽傷※2

を負う可能性が想定される場合および物的
損害※3 のみの発生が想定される」内容です。

※1	�重傷とは失明、けが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、
中毒などで後遺症が残るものおよび治療に入院・長期
の通院を要するものをいう。

※2	�軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが、
やけど、感電などをいう。

※3	�物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペット等にか
かわる拡大損害を指す。

絵表示の説明
次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明していま
す。内容をよく理解したうえで本文をお読みください。

禁止（してはいけないこと）を示します。

分解してはいけないことを示します。

水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたり
してはいけないことを示します。

濡れた手で扱ってはいけないことを示します。

指示に基づく行為の強制（必ず実行していただ
くこと）を示します。

電源プラグをコンセントから抜いていただくこ
とを示します。
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安全上のご注意

本機、AC アダプタ（SICAD1）、リモコン
（SIMAD1）、USIMカードの取り扱いについ
て（共通） 

危険
本機に使用する AC アダプタ、リモコンは、ソ
フトバンクが指定したものを使用してください。
指定品以外のものを使用した場合は、内蔵電池
の漏液・発熱・破裂・発火や、ACアダプタの発熱・
発火・故障などの原因となります。 
分解・改造・ハンダ付けなどお客様による修理
をしないでください。
火災・けが・感電などの事故または故障の原因
となります。また、内蔵電池の漏液・発熱・破裂・
発火などの原因となります。本機の改造は電波
法違反となり、罰則の対象となります。
濡らさないでください。
水やペットの尿などの液体が入ったときに、濡
れたまま放置したり、濡れたまま充電すると、
発熱・感電・火災・けが・故障などの原因とな
ります。
使用場所、取り扱いにご注意ください。

高温になる場所（火のそば、暖房器具のそば、
直射日光の当たる場所、炎天下の車内など）で
充電・使用・放置しないでください。また、暖
かい場所や熱のこもりやすい場所（こたつや電
気毛布の中、携帯カイロのそばなど）において
も同様の危険がありますので、充電・放置・使用・
携帯しないでください。
機器の変形・故障や内蔵電池の漏液・発熱・発火・
破裂の原因となります。また、ケースの一部が
熱くなり、やけどなどの原因となることがあり
ます。
本機に AC アダプタを接続する際、うまく接続
ができないときは、無理に行わないでください。
内蔵電池を漏液・発熱・破裂・発火させるなど
の原因となります。また充電端子を破損・焼損
させる原因となります。
本機と AC アダプタを接続した状態で、踏みつ
けるなど外部から過大な力を加えないようにし
てください。  
端子が破損した状態で充電すると故障や火災の
原因となります。充電するときは、使用場所、
取り扱いにご注意ください。
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安全上のご注意

警告
暗い部屋で、画面の強い光や光の点滅を見つめ
ないでください。  
強い光の刺激を受けたり点滅を繰り返す画面を
見ていると、ごくまれに筋肉のまひや意識の喪
失などの症状を起こす場合があります。こうし
た経験のある方は、事前に必ず医師と相談して
ください。
本機・AC アダプタ・リモコンを、加熱調理機器（電
子レンジなど）・高圧容器（圧力釜など）の中に
入れたり、電磁調理器（IH 調理器）の上に置い
たりしないでください。
内蔵電池の漏液・発熱・破裂・発火や、本機と
ACアダプタの発熱・発煙・発火・故障などの
原因となります。
プロパンガス、ガソリンなどの引火性ガスや粉
塵の発生する場所（ガソリンスタンドなど）では、
必ず事前に本機の電源をお切りください。
また、充電もしないでください。
ガスに引火する恐れがあります。
プロパンガス、ガソリンなど引火性ガスや粉塵
の発生する場所で使用すると、爆発や火災など
の原因となります。
落としたり、投げたりして、強い衝撃を与えな
いでください。
内蔵電池の漏液・発熱・破裂・発火や火災・感電・
故障などの原因となります。

使用中、充電中、保管時に、異音・発煙・異臭など、
今までと異なることに気づいたときは、次の作
業を行ってください。
1.	�コンセントからAC アダプタを持ってプラグ
を抜いてください。また、高温になっている
可能性があるためやけどに注意して、本機を
取り外してください。

2.	�本機の電源を切ってください。
	 �異常な状態のまま使用すると、火災や感電な
どの原因となります。

電源プラグ差込口、SD カード挿入口、USIM カー
ド挿入口、外部アンテナ差込口に液体（水道水、
清涼飲料水、海水、ペットの尿など）や導電性
異物（鉛筆の芯や金属片、金属製のネックレス、
ヘアピンなど）が触れないようにしてください。
また内部に入れないようにしてください。
ショートによる火災・やけど・故障などの原因
となります。
IP コードは防水・防塵性能を表す規格ですが、
この規格に準拠していても、異物や液体の付着
によるショートを防止できるものではありませ
ん。また海水・プール・熱湯などは防水性能の
対象外となります。異物や液体が付着した場合
は、十分に取り除いてから充電してください。
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安全上のご注意

注意
腐食性の化学薬品のそばや、温泉など腐食性ガ
スの発生する場所には置かないでください。
データの消失・故障の原因となります。
充電中は、本機・AC アダプタに長時間触れな
いでください。
低温やけどになる恐れがあります。
ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場
所に置かないでください。
落下して、けがや故障などの原因となります。
また充電中の落下は端子の破損の原因となりま
す。
本機を AC アダプタから取り外す際は、コード
を引っ張らず、AC アダプタのコネクタを持っ
て取り外してください。
コードを引っ張るとコードが傷ついたり、端子
の破損による火災や感電などの原因となります。
乳幼児の手の届かない場所やペットが触れない
場所に保管してください。
誤って飲み込んだり、けがなどの原因となりま
す。
製品本体が入っていた袋は、子供がかぶって遊
ばないよう、手の届かないところに保管または
廃棄してください。
窒息などの原因となります。

子供が使用する場合は、保護者が取り扱い方法
を教えてください。使用中においても、指示ど
おりに使用しているかご注意ください。
けがなどの原因となります。
使用により、皮膚に異常が生じた場合は、ただ
ちに使用をやめて医師の診察を受けてください。
材料として金属などを使用しています。お客様
の体質や体調によっては、かゆみ・かぶれ・湿
疹などが生じることがあります。（「使用材料」
⇒P.10-8 参照）

内蔵電池の取り扱いについて
本製品は、リチウムイオン電池を内蔵しています。
ご使用済みの製品は、最寄りの「ソフトバンクショップ」
へお持ちください。

危険
火の中に投下しないでください。
内蔵電池を漏液・破裂・発火させるなどの原因
となります。
釘を刺したり、ハンマーでたたいたり、踏みつ
けたり、強い衝撃を与えないでください。
内蔵電池を漏液・発熱・破裂・発火させるなど
の原因となります。
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安全上のご注意

内蔵電池内部の液が眼の中に入ったときは、こ
すらず、すぐにきれいな水で洗い流し、ただち
に医師の診察を受けてください。
失明などの原因となります。

警告
内蔵電池内部の液が皮膚や衣服に付着した場合
は、ただちに本機の使用をやめ、きれいな水で
洗い流してください。
皮膚に傷害を起こすなどの原因となります。
所定の充電時間を超えても充電が完了しない場
合は、充電を中止してください。
内蔵電池を漏液・発熱・破裂・発火させるなど
の原因となります。
本機の使用中・充電中・保管時に、異臭・発熱・
変色・変形など、今までと異なることに気づい
たときは、やけどやけがに注意して火気から遠
ざけてください。
異常な状態のまま使用すると、内蔵電池を漏液・
発熱・破裂・発火させるなどの原因となります。
ペットが本機に噛みつかないようご注意くださ
い。また、ペットが噛みついた本機は使用しな
いでください。
内蔵電池の漏液・発熱・破裂・発火や機器の故障・
火災の原因となります。

内蔵電池が寿命切れとなった本機を長時間放置
しないでください。
故障・発火・発煙の原因となります。

注意
不要になった本機を、一般のゴミと一緒に捨て
ないでください。
リチウムイオン電池を内蔵していますので、最
寄りの「ソフトバンクショップ」へお持ちくだ
さい。
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安全上のご注意

本機の取り扱いについて

警告
自動車、バイク、自転車などの乗り物の運転中や、
歩きながら使用しないでください。
交通事故の原因となります。乗り物を運転しな
がら本機を使用することは、法律で禁止されて
おり、罰則の対象となります。運転者が使用す
る場合は、駐停車が禁止されていない安全な場
所に止めてからご使用ください。
高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器
の近くでは、本機の電源を切ってください。電
子機器が誤動作するなどの影響を与える場合が
あります。
※	�ご注意いただきたい電子機器の例
	 �補聴器・植込み型心臓ペースメーカ・植え込
み型除細動器・その他の医用電気機器・火災
報知器・自動ドア・その他の自動制御機器な
ど

航空機内では航空会社の指示に従い適切にご使
用ください。
本機の電波により運航の安全に支障をきたす恐
れがあります。

屋外で使用中に雷が鳴りだしたら、ただちに電
源を切って屋内などの安全な場所に移動してく
ださい。
落雷や感電の原因となります。
充電中は、本機を布や布団でおおったり、包ん
だりしないでください。また布や布団でおおっ
た状態で、就寝しないようにしてください。
熱がこもって火災・やけど・故障などの原因と
なります。

注意
車両電子機器に影響を与える場合は使用しない
でください。
本機を自動車内で使用すると、車種によりまれ
に車両電子機器に影響を与え、安全走行を損な
う恐れがあります。
本機に磁気カードなどを近づけないでください。
キャッシュカード・クレジットカード・テレホ
ンカード・フロッピーディスクなどの磁気デー
タが消えてしまうことがあります。
アンテナなどを持って本機をふり回さないでく
ださい。持ち運び時はアンテナを収納してくだ
さい。
本人や周囲の人に当たったり、アンテナが目に
刺さったり、けがなどの事故や故障および破損
の原因となります。
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安全上のご注意

本機を長時間ご使用になる場合、高温になる場
所（火のそば、暖房器具のそば、直射日光の当
たる場所、炎天下の車内など）、また、暖かい場
所や熱のこもりやすい場所（こたつや電気毛布
の中、携帯カイロのそばなど）では熱くなるこ
とがありますので、ご注意ください。
長時間肌に触れたまま使用していると、低温や
けどになる恐れがあります。
テレビを見ているときや、ビデオを再生してい
るときなどは、スピーカーに耳を近づけないで
ください。
難聴になる可能性があります。
充電しながらテレビを長時間視聴すると、本機
や AC アダプタの温度が高くなることがありま
すので、温度の高い部分に長時間触れないでく
ださい。
低温やけどなどの原因となります。
防水カバーを開閉する際は、指などを挟まない
ようご注意ください。
けがなどの事故や破損の原因となります。
テレビを視聴するときは、充分明るい場所で、
画面からある程度の距離を空けてご使用くださ
い。
視力低下につながる可能性があります。

万が一、ディスプレイ部を破壊した際、割れた
ガラスや露出した本体内部にご注意ください。
誤って割れた破損部や露出部に触れるとけがの
原因となります。
本体が破損したまま使用しないでください。
火災、やけど、けが、感電の原因となります。

砂浜などに直接置かないでください。
本体内に砂などが混入すると故障の原因となり
ます。

USIMカードの取り扱いについて

注意
USIM カードの取り付けおよび取り外し時に無
理な力を加えないでください。
故障の原因となります。また、取り外しの際、
手や指などを傷つけないようにご注意ください。
USIM カードは指定以外のものを使用しないで
ください。
指定以外のカードを使用すると、データの消失・
故障の原因となります。
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安全上のご注意

ACアダプタの取り扱いについて

警告
充電中は、布や布団でおおったり、包んだりし
ないでください。また布や布団でおおった状態
で、就寝しないようにしてください。
熱がこもって火災・やけど・故障などの原因と
なります。
指定以外の電源・電圧で使用しないでください。
指定以外の電源・電圧で使用すると、火災や故
障などの原因となります。
ACアダプタ：	AC100V ～ 240V
	 50/60Hz
	 （家庭用ACコンセント専用）
また、海外旅行用として、市販されている「変
圧器」は使用しないでください。火災・感電・
故障の原因となります。
使用しない場合は、AC アダプタを持ってプラ
グをコンセントから抜いてください。
電源プラグを挿したまま放置し、ACアダプタ
のプラグに異物や液体が付着したり、ACアダ
プタのプラグを踏みつけたりすると、感電・火災・
故障の原因となります。

万一、水やペットの尿などの液体がかかった場
合は、ただちに AC アダプタを持ってコンセン
トからプラグを抜いてください。
感電・発煙・火災の原因となります。
プラグにほこりがついたときは、AC アダプタ
を持ってプラグをコンセントから抜き、乾いた
布などでふき取ってください。
火災の原因となります。
AC アダプタをコンセントに差し込むときは、
AC アダプタのプラグに導電性異物（鉛筆の芯
や金属片、金属製のネックレス、ヘアピンなど）
が触れないように注意して、確実に差し込んで
ください。
感電やショートによる火災・やけど・故障など
の原因となります。
濡れた手で AC アダプタのプラグを抜き差しし
ないでください。
感電や故障などの原因となります。
雷が鳴り出したら、AC アダプタには触れない
でください。
感電などの原因となります。
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安全上のご注意

注意
お手入れの際は、コンセントから、必ず AC ア
ダプタを持ってプラグを抜いてください。
感電などの原因となります。

AC アダプタをコンセントから抜くときは、コー
ドを引っ張らず、AC アダプタを持ってプラグ
を抜いてください。
コードを引っ張るとコードが傷つき、感電や火
災などの原因となります。
AC アダプタをテーブルタップに接続している
ときは、踏みつけるなど外部から過大な力を加
えないようにしてください。
火災や故障の原因となります。
AC アダプタをコンセントに接続しているとき
は、引っ掛けるなど強い衝撃を与えないでくだ
さい。
けがや故障の原因となります。
プラグに手や指など身体の一部が触れないよう
にしてください。
やけど・感電・傷害・故障の原因となります。

リモコンの取り扱いについて

危険
本機に電池を無理に取り付けないでください。
また、コード類などを使用して（＋）（－）を逆
に接続しないでください。
電池の漏液や破裂・発熱・発火・感電・故障の
原因となります。
リモコンを本機以外の製品に向けて使用しない
でください。
他の赤外線装置に向けて送信すると誤作動をす
るなどの影響を与えることがあります。 

警告
ボタン電池やリモコン本体を小さいお子様の手
の届くところに放置しないでください。
お子様が誤って口に入れるなどすると、化学や
けどなどを引き起こす可能性があり、大変危険
です。
万が一、飲み込んでしまった場合は、ただちに
医師の診察を受けてください。
指定以外の電池を使用しないでください。
リモコンの故障および破損の原因となります。
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安全上のご注意

赤外線ポートを目に向けて送信しないでくださ
い。
目に影響を与える可能性があります。
リモコンは防水性能を有しておりません。水な
どの液体をかけないでください。
ボタン電池などが水に濡れるとショートして、
発熱・破裂・発火の原因となります。

医用電気機器近くでの取り扱いについて
ここで記載している内容は、「医療機関における携帯電話等
の使用に関する指針」（電波環境協議会［平成26年 8月］）
および「各種電波利用機器の電波が植込み型医療機器へ及
ぼす影響を防止するための指針」（総務省）の内容を参考に
したものです。

警告
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細
動器を装着されている場合は、ペースメーカ等
の装着部位から 15cm 以上離して携行および使
用してください。
電波により植込み型心臓ペースメーカおよび植
込み型除細動器の作動に影響を与える場合があ
ります。

自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓ペース
メーカおよび植込み型除細動器以外の医用電気機器
を使用される場合には、電波による影響について個
別に医用電気機器メーカなどに確認してください。
電波により医用電気機器の作動に影響を与え
る場合があります。
医療機関などでは、以下を守ってください。本
機の電波により医用電気機器に影響を及ぼす恐
れがあります。
•	医療機関内での端末の使用においては、各医
療機関からの指示に従ってください。
•	手術室、集中治療室（ICU）などでは、本機
の電源を必ず切ってください。
•	病室・ロビーなど使用を許可されたエリアで
も、近くに医用電気機器がある場合は、必要
な離隔距離を確保してください。

付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型
除細動器を装着している方がいる可能性がありま
すので、身動きが自由に取れないほど混雑した状
況等、15cm 以上離隔距離を確保できない恐れ
がある場合には、事前に通信機能が使用できない
状態（例：機内モード）に切り替えるか、または
本機の電源をお切りください。電源が自動的に入
る設定をしている場合は、設定を解除してから電
源を切ってください。
電波により、植込み型心臓ペースメーカおよび
植込み型除細動器が誤動作するなどの影響を与
える場合があります。
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お願いとご注意
ご利用にあたって
•	本機は電波を利用しているので、サービスエリア内であっ
ても屋内、地下、トンネル内、自動車内などでは電波が
届きにくくなり、通信が困難になることがあります。また、
通信中に電波状態の悪い場所へ移動すると、通信が急に
途切れることがありますので、あらかじめご了承くださ
い。
•	本機を公共の場所でご使用になるときは、周りの方の迷
惑にならないようにご注意ください。また劇場や乗り物
などによっては、ご使用できない場所がありますのでご
注意ください。
•	本機は電波法に定められた無線局です。したがって、電
波法に基づく検査を受けていただく場合があります。あ
らかじめご了承ください。
•	以下の場合、登録された情報内容が変化・消失すること
があります。情報内容の変化・消失については、当社は
責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。情
報内容の変化・消失に伴う損害を最小限にするために、
重要なデータは控えをとっておかれることをおすすめし
ます。
 - 誤った使い方をしたとき
 - 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき
 - 動作中に電源を切ったとき
 - 故障したり、修理に出したとき
•	本機は国内での利用を前提としています。海外ではお使
いいただけませんので、ご注意ください。
•	スタンド棒がテレビアンテナとして動作するため、必ず
取り付けてご使用ください。

航空機内でのご使用にあたって
•	本機の電波により運航の安全に支障をきたす恐れがある
ため、航空機内では機内モードに設定するか電源をお切
りください。使用可能な場合は、航空会社の指示に従い
適切にご使用ください。

お取り扱いについて
•	本機を極端な高温または低温、多湿の環境、直射日光の
あたる場所、ほこりの多い場所でご使用にならないでく
ださい。
•	周囲温度が35℃を超える環境では、使用中に本機の温度
が高くなり充電や各種機能を停止する場合がありますが、
異常ではありません。
•	本機を落としたり衝撃を与えたりしないでください。
•	本機をお手入れの際は、乾いた柔らかい布で拭いてくだ
さい。また、アルコール、シンナー、ベンジンなどを用
いると色があせたり、文字が薄くなったりすることがあ
りますので、ご使用にならないでください。
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Wi-Fi®（無線 LAN）使用について
電気製品・AV・OA 機器などの磁気を帯びているところや
電磁波が発生しているところで使用しないでください。
•	磁気や電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、
通信ができなくなることがあります。特に電子レンジ使
用時には影響を受けることがあります。
•	テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、
テレビ画面が乱れることがあります。
•	近くに複数の無線 LANアクセスポイントが存在し、同じ
チャンネルを使用していると、本機とお使いの端末を正
しく接続できない場合があります。
•	無線 LAN（Wi-Fi®）が使用する2.4GHz 帯は、さまざま
な機器が運用されています。場合によっては、ほかの機
器の影響によって通信速度や通信距離が低下することや、
通信が切断することがあります。
•	通信機器間の距離や障害物、接続する機器により、通信
速度や通信できる距離は異なります。

航空機内では航空会社の指示に従い適切にご使用ください。
•	無線 LAN（Wi-Fi®）は、一部の航空会社ではご利用いた
だける場合もございます。詳細はご搭乗される航空会社
にお問い合わせください。

無線 LAN（Wi-Fi®）機能は日本国内でご使用ください。
•	本製品の無線 LAN（Wi-Fi®）機能は日本国内での無線規
格に準拠し、認定を取得しています。海外でご利用にな
ると罰せられることがあります。

2.4GHz 帯ご使用上の注意
無線 LAN搭載機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの
家庭用電化製品や産業・科学・医療用機器のほか、工場の
製造ラインなどで使用されている移動体識別用の構内無線
局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許
を要しない無線局）ならびにアマチュア無線局（免許を要
する無線局）など（「以下「ほかの無線局」と略す）が運用
されています。
1.	�本機を使用する前に、近くで「ほかの無線局」が運用さ
れていないことを確認してください。

2.	�万一、本機と「ほかの無線局」との間に電波干渉の事例
が発生した場合には、すみやかに本機の使用場所を変え
るか、または機器の運用を停止（電波の発射を停止）し
てください。

3.	�ご不明な点やその他お困りのことが起きた場合は、お問
い合わせ先までご連絡ください。
•	本機はすべての無線 LAN（Wi-Fi®）対応機器との接続
動作を確認したものではありません。したがって、す
べての無線 LAN（Wi-Fi®）対応機器との動作を保証す
るものではありません。
•	無線通信時のセキュリティとして、無線 LAN（Wi-Fi®）
の標準仕様に準拠したセキュリティ機能に対応してお
りますが、使用環境および設定内容によってはセキュ
リティが十分でない場合が考えられます。無線 LAN
（Wi-Fi®）によるデータ通信を行う際はご注意くださ
い。
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Wi-Fi®（無線 LAN）使用について

•	無線 LAN（Wi-Fi®）通信時に発生したデータおよび情
報の漏洩につきましては、当社では責任を負いかねま
すのであらかじめご了承ください。	 	
本製品の無線 LAN（Wi-Fi®）機能は、2.4GHz 帯の
周波数を使用します。
•	無線 LAN（Wi-Fi®）機能 ： 	 	
本機は 2.4GHz 帯を使用します。変調方式として
DS‒SS 方式および OFDM方式を採用しています。
与干渉距離は約40m以下です。全帯域を使用し、移
動体識別装置の帯域を回避可能であることを意味しま
す。
•	航空機内の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。
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本製品の比吸収率（SAR）について
この製品【PhotoVision TV2】は、国が定めた電波の人体
吸収に関する技術基準および国際ガイドラインに適合して
います。
この製品は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準※1

ならびに、これと同等な国際ガイドラインが推奨する電波
防護の許容値を遵守するよう設計されています。この国際
ガイドラインは世界保健機関（WHO）と協力関係にある国
際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が定めたものであり、
その許容値は使用者の年齢や健康状況に関係なく十分な安
全率を含んでいます。
国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容値
を人体に吸収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収
率（SAR：Specific Absorption Rate）で定めており、
この通信端末に対するSARの許容値は2.0W/kg です。こ
の製品を次に記述する所定の使用法で使用した場合のSAR
の最大値は 0.294 W/kg※ 2 です。個々の製品によって
SARに多少の差異が生じることもありますが、いずれも許
容値を満足しています。

この製品を人体の近くでご使用になる場合
この製品を人体の近くでご使用になる場合、身体から1.0
センチ以上離してご使用ください。このことにより、この
製品は国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準および
電波防護の国際ガイドラインに適合します。
世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスクをもたら
すかどうかを評価するために、これまで20年以上にわたっ
て多数の研究が行われてきました。今日まで、携帯電話使
用によって生じるとされる、いかなる健康影響も確立され
ていません。』と表明しています。
※1	�技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則

第14条の2）に規定されています。
※2	�この値は同時送信の値です。

SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい場合
は、下記のホームページをご参照ください。
•	総務省のホームページ
http://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/index.htm
•	一般社団法人電波産業会のホームページ
http://www.arib-emf.org/index02.html
•	SoftBank スマートフォン 各機種の電波比吸収率（SAR） 
一覧はこちら
http://www.softbank.jp/mobile/support/sar/
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知的財産権について
著作権について
音楽、映像、コンピュータ・プログラム、データベースなどは、
著作権法により著作物や著作権者の権利が保護されていま
す。こうした著作物は、個人的にまたは家庭内やこれに準
ずる限られた場所で使用する場合にのみ複製が認められて
います。上記の目的を超えて、データ形式の変換を含む複
製・改変・複製物の譲渡・ネットワーク上での配信を行うと、
著作権法に違反して損害賠償の請求や刑事処罰を受けるこ
とがあります。本機を使用の際には、著作権法を厳守のう
えご利用いただくようお願いいたします。また、スライド
表示画面などで「メニュー」→「本体設定」→「その他の
設定」→「オープンソースライセンス」に、それぞれ表示
される画面をお読みください。

本機に搭載のソフトウェアは著作物であり、著作権、著
作者人格権などをはじめとする著作者等の権利が含まれ
ており、これらの権利は著作権法により保護されていま
す。
ソフトウェアの全部または一部を複製、修正あるいは改
変したり、ハードウェアから分離したり、逆アセンブル、
逆コンパイル、リバースエンジニアリング等は行わない
でください。第三者にこのような行為をさせることも同
様です。

知的財産権について
•	SoftBank およびソフトバンクの名称、ロゴは日本国お
よびその他の国におけるソフトバンクグループ株式会社
の登録商標または商標です。
•	デコレメールは、ソフトバンク株式会社の登録商標また
は商標です。
•	SD および SD ロゴ、SDHC、miniSD および miniSD 
ロゴ、microSD 、microSDHC は、SD-3C, LLC の商
標です。
•	QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
•	Wi-Fi®、Wi-Fi Alliance®、Wi-Fi Certified®、WPA™、
WPA2™、Wi-Fi Protected Setup™ と そのロゴは、
Wi-Fi Alliance® の商標または登録商標です。
•	TM and © 2015 Apple Inc. All rights reserved.
•	Apple、Apple の ロ ゴ、iPad、iPhone、iPod、iPod 
touch、Mac、Macintosh、Safari は、米国および他の
国々で登録されたApple Inc. の商標です。
•	iPhone の商標は、アイホン株式会社のライセンスにもと
づき使用されています。
•	Google 、Google ロゴ、Android™ 、Android ロゴ、
Google Play ストア、Google Play ストア ロゴは、
Google Inc. の商標です。
•	その他、本書に記載されている会社名および商品・サー
ビス名は、各社の商標または登録商標です。
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